
平成１６年度の発掘
ボランティア参加者

＝ボランティア募集＝

昨年に引き続き、梅之木遺跡で発掘作業をお手

伝いしていただけるボランティアスタッフを募集

します。スタッフには作業員と一緒に実際に発掘

に参加していただきます。次の大発見をするのは

あなたかもしれない?!

講習会予定日：6/25・7/2・7/9

※発掘参加には講習の受講が必要です。

（いずれか１日）

ボランティア発掘開始予定日：7/16

詳しい内容はNPO法人茅ヶ岳歴史文化研究所
(℡：0551-25-2019)までお問い合わせください。

＝会員募集＝

～茅ヶ岳歴史文化研究所の活動に

あなたの力をかしてください～

こんなことをやってみたい！

●歴史や文化財の研究を通じて知識を深めたい

●活動を通じて文化財保護や活用に役立ちたい

●イベントを通じてさまざまな人と交流したい

茅ヶ岳歴史文化研究所では、私たちと一緒に活動

してくださる方、ご賛同いただける方を募集して

います。入会希望興味の方は、下記までご連絡く

ださい。

入会金　1,000円

年会費　5,000円

特定非営利活動法人　茅ヶ岳歴史文化研究所

〒407-0204　北杜市明野町上手8310

TEL/FAX 0551-25-2019

e-mail info@kaya-net.jp

＝編集後記＝

今年もいよいよお田植えですね。

稲穂が実るころ、梅之木遺跡で新たな大発見が

あるといいなあ…。

会報の定期送付をご希望の

方はお申し出ください。

送料は年間１０００円です。

（会員は無料）
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どんなものが
出てくるかな？

＝資料館だより＝
「 戦争のおはなし」展 開催！

明野歴史民俗資料館では、第６回企画展「戦争

のおはなし」展を開催しています。

○開催期間　５月１日～９月３０日

○「戦争のおはなし」会

　　日時：８月７日（日）午後２時から

　　戦争体験者と過ごす語らいの会を開きます。

○主な展示品

・日の丸寄せ書き ・千人針  

・出征兵士のぼり

・日米開戦翌日の新聞 

・軍服 ・図のう

・在郷軍人章 ・衣料切符 

・灯火管制の電球

・戦時中のレコード ・勲章

・除隊記念の杯・戦地の写真 ・終戦の詔書

○展示にご協力いただいた方々（五十音順）

上野周茂さん、清水恭輔さん、清水義昌さん、

　関勝さん、仲沢市夫さん

今年は終戦から６０年に当たります。明治の軍

国主義以降、日本はいくつかの大きな戦争を経験

しました。この戦争から、日本はまた日本人は戦

うことの愚かさと平和の尊さを学びました。しか

し６０年が経った今、戦争を知らない世代が増え

ています。世界では、現在も戦いが絶えず、日本

も戦闘地域への人道支援などを通じて少なからず

戦争へのかかわりを持っているように思われます。

私たちはこの辺でもう一度、戦争とは何かを知り、

考え、歴史を振り返ってみる必要があるのかもし

れません。

明野町の行事を紹介するガイドブック

ができあがりました！

茅ヶ岳歴史文化研究所の

企画編集により、道祖神祭

りやお神楽、お筒粥の神事

など一年間の伝統芸能や民

俗行事をまとめた冊子を刊

行しました。編さんには、

明野町内のボランティアの

方々に携わっていただきま

した。

ガイドブックは

５月下旬に明野町

内の全戸に無料配

布いたします。

通常発掘される土偶はつり目が多い中で、
この装飾はかわいらしい顔立ちをしている。
写真の顔右部分は復元したもの。

通常発掘される土偶はつり目が
多い中で、この装飾は可愛らしい
顔立ちをしています。
写真の顔左部分は復元したもの。

土器の内部で火を燃やして、
照明器具として使ったと
考えられています。

平成１６年度の梅之木遺跡発掘調査で、人面の

装飾の付いた吊手（つりて）土器が発見されまし

た。縄文時代中期後半のものと見られ、取っ手部

分の中央に人の顔のような装飾が付いています。

今回出土した吊手土器のように、裏表両面に顔が

付いている例は全国的にも珍しいものです。

昨年度の調査では、梅之木遺跡の環状集落の中

から一軒の住居を選んで発掘し、その住居の炉の

周辺からこの吊手土器が発掘されました。

今年の発掘調査は、７月中旬から開始される予

定です。今年は調査範囲を広げ、梅之木遺跡の集

落の全体像をより解明できるよう発掘を行ってい

きます。今年もまた、梅之木遺跡から新たな発見

の報告がもたらされるかもしれません。

吊手土器ってどんなもの？
吊手土器は山梨や長野を中心に多く出土しています。鉢状の土台に、アーチ状の取

っ手が付いており、この取っ手部分を吊って使用したらしいことから、吊手土器と呼

ばれています。吊手土器が見つかる遺跡はごく限られており、照明器具として儀式の

ときなどに用いられるような、特殊な道具だったと考えられています。

約20㎝

約20㎝

両面とも顔の装飾が
付いている吊手土器は、
非常に珍しい！

梅之木遺跡から
人面土器出土！
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